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1. はじめに

大阪大学心臓血管外科は，1881年に前身である外科学講
座として開設され，1922年にドイツから招請されたFritz 

Här tel教授が第一外科学講座として立ち上げ，その後講座
再編成を経て，2007年より外科学講座心臓血管外科となっ
た。Här tel教授から澤芳樹教授まで，7名の先生方が教室
を率いてこられ，2021年7月より私が教授を拝命した。

2. 研究室の特徴

今年は第一外科学講座開講100周年の節目を迎えるが，
この100年間に，日本初の開心術，先天性心疾患術式の開
発，脳死法案下での心臓移植，大動脈瘤に対するステント
治療の開発，また，心不全に対する自己筋芽細胞シート移
植および他家 iPS細胞（induced pluripotent stem cell）由来
心筋細胞シート移植などの再生医療の開発などを行ってき
た。現在では，虚血性心疾患，心臓弁膜症，大動脈疾患，先
天性心疾患，末梢動脈疾患など，全ての診療領域において
先進的手術を行っており，国内初の脳死心臓移植，心肺同
時移植，小児心臓移植を行った実績を持つ。また，脳死心
および心肺移植実施施設（小児，成人），植込型補助人工心
臓実施施設に認定され，心臓血管疾患治療の最終受け入れ
施設として社会に貢献している。さらに，低侵襲心臓血管
外科手術でもリーディングホスピタルとして広く認知され
ており，大動脈疾患においては2,000例を超えるステント
グラフト治療実績をはじめとして多数の臨床治験を行って
いる。また，2010年には国内初の経カテーテル的大動脈弁

移植術（TAVI）を行い，現在はTAVI実施施設に認定され，
これまで1,000例以上のTAVIを施行している。低侵襲開
心術（MICS）も早期より導入しており，2017年には先進医
療としてロボット手術を開始した。当施設は年間1,000例
以上の心臓血管外科手術を行い，連携する40の大学・施設
を含め2020年度には年間1,300例以上の手術を行う大阪
大学心臓血管外科グループの基幹施設となっている。
前述のような先進的な業績とその発展は，一貫して医療

現場や社会の課題を抽出し，解決のために研究し，臨床へ
シームレスでフィードバックする「トランスレーショナル
リサーチ」を実践してきたことによるものである。一例と
して，細胞シート化技術を基盤とした再生治療法の開発が
挙げられる。虚血性心筋症に対するヒト（自己）骨格筋由来
細胞シート（ハートシート®，テルモ株式会社）の研究開発を
当科が主体となって進め，治験を経て2016年に世界初の心
不全に対する再生医療等製品として保険償還された1）～8）。
さらに，2006年から京都大学 iPS細胞研究所の山中伸弥教
授と共同研究を開始し，筋芽細胞シートで培った技術を基
盤として，iPS細胞由来心筋細胞シートの臨床応用を目指し
て研究を行ってきた（図1）。臨床応用の上で問題とされて
きた造腫瘍性を克服し，2020年には世界初の iPS細胞由来
心筋細胞を用いた心不全患者に対する first in human試験を
行った 9）。
さらに，これら再生医療技術のさらなる応用に取り組み，

例えば，筋芽細胞シートの持つ治療効果機序に着目し，こ
れと同様に血管新生，抗線維化作用を有する新規薬剤の開
発，さらには本薬剤を用いた冠動脈バイパス術との併用治
療，ならびに病態の悪化を防ぐ「早期治療介入」を目的とし
た内服製剤の開発を行っている 10）。また，難治性心疾患患
者から iPS細胞を樹立，分化誘導し，生理学的に生体と相
似した心筋細胞を用いて三次元組織を構築し，薬剤スク
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リーニング基盤を創出している 11）。このような新規薬剤
は，内服による治療だけではなく，心臓血管外科的手術手
技と組み合わせることで，治療効果を高めることが期待さ
れる。
これらと並行して当科では，歩行解析によるフレイル

評価方法，心臓移植後急性免疫拒絶の自動病理診断，音
響解析による人工心臓駆動異常診断など，AI（ar tif icial 

intelligence）を活用した診断システムの開発も行ってい
る。このように，ウェットな治療技術の開発，in silicoのシ
ステム構築，および創薬分野を含む多方面からの研究開発
により，新世代の心臓血管外科学を導くことを目指してい
る。

3. おわりに

大阪大学心臓血管外科はこれからも，ベッドサイドを意
識した研究テーマの構築と実践を基本理念としてAcademic 

surgeonを育成して社会に輩出し，心臓血管外科技術の発
展を通じて社会と健康に貢献したいと考えている。
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図1　iPS細胞由来心筋細胞シート移植


